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第1章 はじめに 



渡良瀬遊水地が、平成22年9月30日、ラムサール
条約の潜在候補地172箇所の1つに選定される 

コウノトリやトキ等
の野生復帰 

環境に優しい農業 

・コウノトリやトキ等の餌場確保 

・ラムサール条約湿地登録や野
鳥を活用した米のブランド化 

「ふゆみずたんぼ」の取組 

(１)背景 



(２)ふゆみずたんぼ実験田の趣旨 
要 旨 

 冬の田んぼに水を張り、抑草効果や施肥効果を得て、稲を育てる農
法で、水田土中の微生物やイトミミズ、ユスリカ等の生息を促進させる
ことで、豊かな土壌の土台を作り、それらの生物活動が形成する「トロ
トロ層」という抑草効果のある層によって雑草を抑制する水稲栽培の
取組や、ドジョウ・小魚等の多様な生き物を育む地域環境を整備してい
くことにより安全・安心な農産物を育てることを目的とする。 

 稲刈り終了後、代かきをして田んぼに水を張り春まで水を貯めておく
ことで、稲の切り株やワラなどが水中で分解され、微生物や藻が発生
し、それを餌とする イトミミズやユスリカ等のほか、さまざまな生き物
が田んぼに集まり、豊かな生物環境を作るとともに、有機物を提供して
農薬や化学肥料によらない農法が進められるようになる。 

  

内 容 

実施地区 生井地区・寒川地区・中地区・穂積地区（９箇所） 

実施期間 １０月～３月（６ヶ月間）４．５ｈａ（約5,000㎡/1箇所） 



(３)ふゆみずたんぼ実験田推進協議会 

平成24年6月に「ふゆみずたんぼ実験田推進協議会」を設立 



(４)ふゆみずたんぼの特徴 

冬の田んぼに水を張り、米ぬかを散布することによっ
て、抑草効果や施肥効果を得て、稲を育てる農法 

図．イトミミズ 

図．ドジョウや小魚等 

図．水を張った田んぼの状況 

農薬や化学肥料に頼らない
安全・安心なお米の生産が
目的 



  

 凡 例 
     ふゆみずたんぼ実験田    

                

 実施箇所 ９地区  
 面積＝４．５ｈａ     

 

白鳥地区 

東生井地区 
西生井地区 

上生井地区 

上国府塚地区 

網戸中坪地区 

下泉地区 鏡地区  

追間田地区 

（１） 実施地区位置図 

図．ふゆみずたんぼ実験田 実施位置図 

第２章 小山市の取組み、現状 



栽培方法 集落名 耕作者氏名 栽培面積（㎡） 収量（俵） 

無
化
学
合
成
農
薬
・無

化
学
肥
料 

白鳥 小林 進 ４，６２０ １７．５ 

鏡 山中 哲 ４，８４０ １５ 

迫間田 篠原 正巳 ４，９３０ １１．５ 

上国府塚 松本 上 ４，０００ ２０．５ 

計 １８，３９０ ６４．５ 

化
学
合
成
農
薬
・化
学
肥
料

の
５
割
以
上
の
低
減 

網戸中坪 古河 利守 ４，９８０ ３７ 

下泉 岸 利一 ４，６９０ ３０ 

東生井 松本 治 ４，６２０ ３８ 

西生井 光野 恒夫 ４，９００ ３０ 

上生井 海老沼 豊 ５，０００ ２４ 

計 ２４，１９０ １５９ 

合計 ４２，５８０ ２２３．５ 

表．ふゆみずたんぼ実験田管理委託契約者一覧 

（２） 収量、栽培面積 

図．新聞記事 



（３） 魚道、江の設置 

図．魚道の設置 図．江の設置 

淡水魚の保全・復元 

・魚道:排水路から田んぼへの通り道 
・江:魚の生活・産卵場所 



（４）夏期・冬期の生き物調査 

図．水田の生物調査(冬期) 

図．水路の生物調査(冬期) 図．江の生物調査(夏期) 

ふゆみずたんぼの実施効果を検証 

生き物の種類、個体数を定量的に評価 



図．平成24年度 ふゆみずたんぼ実験田とその周辺で確認された生き物 

・平成24年度の生き物調査結果 

平成24年6月と平成25年1月に行われた調査結果 



（５） 米ぬかの散布 

図．田植え 図．稲刈り 

米ぬかを田植え直後と水稲収穫後に散布⇒除草効果 

図．米ぬか散布後の田んぼ 



図．米ぬか散布の状況 

図．玄米黒酢散布状況 

図．玄米黒酢 

・害虫の忌避効果 
・殺菌効果 

玄米黒酢を出穂期と登熟期に散布⇒ 

（６） 玄米黒酢の散布 



（７） 品質調査 

食味成分、外観品質に関わる検査を実施 



（８） おやまブランド認定 



（９） 白鳥飛来状況 

図．上国府塚 圃場 

網戸中坪、上国府塚、迫間田の3圃場に白鳥の飛来を確認 



（１） ＰＲ活動  
第３章 販売促進事業 

平成24年7月3日に渡良瀬遊
水地がラムサール条約湿地登
録された 

ラムサールふゆみずたんぼ米 

(無農薬・無化学肥料) 

ラムサールふゆみずたんぼ米 

(減農薬・減化学肥料) 

ラムサール玄米黒酢栽培米 

(減農薬・減化学肥料) 

ラムサール3思米(姉妹) 

図．宣伝チラシ 



新聞記事やタウン誌等のメディアを通じてのＰＲ活動 

図．広報誌 図．新聞記事 

図．タウン誌 

・メディアを通じてのＰＲ活動  



地産地消の観点から、バスツアーや学校給
食を活用した環境保全型農業の理解促進 

図．バスツアー 
図．学校給食(第１回目) 

図．学校給食(第2回目) 

・学校給食、バスツアーを活用したＰＲ活動  



（２） 販売事業 

イベントを活用した試食販売会、道の駅等
を通じての販売を実施 

図．試食販売会 

図．道の駅店頭販売 



・よつ葉生活協同組合による販売促進活動  

情報誌や広告等の多方面にわたる販売促進 

図．情報誌に掲載されたふゆみずたんぼ米 



第４章 課題 

ヒメトビウンカに
よるゆうれい病  

雑草の発生 
カメムシによる
斑点米 

図．ヒメトビウンカに
よる稲への影響 

図．カメムシによる稲
への影響 

図．稲の生育調査の様子 

・栽培に関する問題点  

・販売に関する問題点：販売ルートの確保  

無農薬は収量低下 

・収量の安定化  
・販売ルートの拡大 

課題 



第５章 今後の展開 
・ヨシ堆肥の導入 
・代かき、田植え時期の検討 

図．ヨシ堆肥 

図．ヨシ堆肥を撒く様子 

（１）栽培法の確立 

小山市の環境に適した栽培法の確立 



・よつ葉生協や都心の生協等を活用した販売 
（２）販売ルートの拡大 

図．よつば生協 チラシ 



図．とちまるショップ 

・県のアンテナショップ(とちまるショップ)等で
の販売 

  ・販売ルートの確保 
  ・地域農業の振興 
  ・知名度の向上 



ご静聴ありがとうございました。 


